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本日の内容

1. JICA事業の紹介
2. コソボの概況
3. JICA「コソボ国循環型社会に向けた廃棄
物管理能力向上プロジェクトフェーズ
2 」での活動紹介

4. 質疑応答
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１．JICA事業の紹介
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JICA（独立行政法人日本国際協力機構）
 有償資金協力
 無償資金協力
 技術協力

 技術協力プロジェクト:現場の状況に応じたオーダーメイドの協力計画を
相手国と共同で策定し、その成果が相手国自身により継続され、自発的発
展を促すことを目的

 専門家派遣
 研修員受け入れ
 機材供与

 ボランティア派遣
 国際緊急援助
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２．コソボの概況
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コソボ共和国
1 面積:10,908平方キロメートル（岐阜県に相当）
2 人口:179万人（2021年、世銀）
3 首都:プリシュティナ（人口60万人、推定）
4 民族:アルバニア人（92％）、セルビア人（5％）、トルコ人等諸民族
（3％）
5 言語:アルバニア語（アルバニア人）、セルビア語（セルビア人）等
6 宗教:イスラム教（主にアルバニア人）、セルビア正教（セルビア人）等
7 主要産業:サービス業、農業、工業
8 国民一人当たりGDP:5, 269米ドル（2021年、世銀）
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3.「コソボ国循環型社会に向けた廃
棄物管理能力向上プロジェクト
フェーズ2 」での活動紹介
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コソボ国循環型社会に向けた廃棄物管理
能力向上プロジェクトフェーズ2
（１）事業目的
対象 4 市（マリシェバ市、スハレカ市、ラホベッツ市、ドラガシュ市）において、各
市固有の課題を踏まえた廃棄物の収集・運搬サービスの改善を行い、各自治体の廃棄
物管理能力の向上を図り、もってコソボ国内における中小規模の地方自治体で活用可
能な廃棄物管理モデルの策定に寄与する。
（２）本事業の受益者（ターゲットグループ）
MESPI（環境省）、対象 4 市（マリシェバ市、スハレカ市、ラホベッツ市、ドラガ
シュ市）
（３）総事業費（日本側）
約 3.5 億円
（４）事業実施期間
2021 年 7 月～2024 年 7 月を予定（計 37 カ月）
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対象都市の特性
合計ドラガシュ市ラホベッツ市スハレカ市マリシェバ市

204,54033,99756,20859,72254,613人口(2011年)
29,1186,2156,8799,1456,879世帯数(2011年)

1,377435.0275.0361.0306.0市域面積(km2)
15535354243集落数

1.4850.7832.0371.6541.785人口密度(人/ha)
16834.648.160.025.5ごみ発生量(トン/日)

0.8221.0180.8561.0050.467
ごみ発生量原単位(kg/人/
日)

12024.733.637.224.7ごみ収集量(トン/日)
71.549.769.962.196.9収集率(%)(2018年)

62121清掃担当部局人員数

74.5975.9676.7883.39収集料金徴収率(%)(2016)

エコリージョン
公社

エコリージョン公
社、民間1者

エコリージョン公
社

エコリージョン
公社収集事業者

Dragash/Draga
š ML

Landovicë RLLandovicë RLLandovicë RL最終処分場
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パイロットプロジェクト実施

ドラガシュラホベッツスハレカマリシェバパイロットプロジェクト名称

✓✓✓✓PP1. 環境教育及びリサイクル・システムの導入

✓PP2. ごみ収集システム改善

✓PP3. 最終処分場改善

✓✓✓✓PP4. 廃棄物税管理システムの導入

✓PP5. 建設廃棄物の不法投棄対策

✓PP6. 粗大ごみ対策
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PP1: Introduction of Environmental Education and Recycling System
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環境教育プログラム実施手順
2022/2 ~ 8月:準備 9 ~ 12月:プログラム実施

- WMO、Ekoregjioni公社、教育委員会、JICA専門家チームからなる環
境教育作業部会（EEWG）が自治体内に設置される。
- 自治体ごとに 2校程度の対象校、対象学年を選定する。
- 廃棄物教育の教材とトレーナーズ・トレーニングのためのプログラム
を開発する。
- 対象校教師向けのトレーナーズ・トレーニングワークショップを開催
する。
- 教師は EEWG の支援を受けて環境教育プログラムを実施する。
- その結果や経験が、ワークショップで他の学校や父兄にも共有される。
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Table of Contents
• 1 What is Environmental Education?
• 1.1 History and Objectives of EE
• 1.2 Hands-on Learning
• 1.3 Intergenerational Learning
• 2 Environmental Education Programs
• 2.1 Elements to Include in Environmental Education Programs
• 2.2 Practical Activities for Environmental Education Programs
• 3 Current Situation of SWM in Four Target Municipalities
• 3.1 Basic Data on Waste
• 3.2 Problems Caused by Waste
• 3.3 Waste Flow
• 3.4 Final Disposal Site
• 4 Examples of Environmental Education Programs
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環境配慮行動の二段階モデル（広瀬1994）



20



7 Elements to include in Environmental 
Education Programmes
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ActionUnderstandingInterest

xxx(1) Fun

xxxxx(2) Sense of crisis

xxxx(3) Responsibility

xxxx(4) Effectiveness

xxx(5) Feasibility

xx(6) Cost benefit

xx(7) Normative awareness
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EE Guidebook for Teachers                                                                             Waste Management Officers and Teachers from 8 pilot schools 

Trainer’s Training Workshop held on Aug. 30, 2022 before implementation of EE program
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Lecture on solid waste management by WMO               Waste investigation activity by biology teacher                                    Site visit to collection service provider

Coverage of EE programs by RTK                                                                                   Site visit to Landovica Landfill 



Waste investigation and 
classification activity
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Lecture on Recycling and Ecobag making class                                                                                           Waste Bingo

Paper Recycling and Origami class                    3R and Waste Bingo Game
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Recycled crafts made by students @ Eco Fiesta                         

Cleaning Campaign @ Dragash
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Experience-sharing Workshop held on Dec. 22, 2022 EE video for dissemination

Presentation on ideas of 3R              3R Poster made by students
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4th round3rd round2nd round1st round

TotalNo. of students for 
2024 Feb-Jun

No. of students for 
2023 Sept-Dec

No. of students for 
2023 Jan-Jun

No. of students for 
2022 Sept-DecMunicipality

403959598115Malisheva

59329311711073Suhareka

6693609717438Rahovec

1320365541Dragash

1797748345437267Total

PP実績＋Kamenica



教訓
１ 計画段階からの教育委員会の巻き込み
２ EEWGの設立が、市⾧のバックアップのもとオフィシャルに承認された
３ 計画段階でEEWGに決定権を与えることで、オーナーシップが向上
４ 導入時、WMOの出前講義を入れることで、WMOの責任感と主体性が芽生えた
５ JICA専門家チームがナショナルスタッフへ技術移転⇒現地語でトレーナーズトレーニングの実
施⇒トレーニングを受けた教師が次のWSでトレーナーに⇒普及段階における持続性の向上に
つながった

６ PP実施段階でのNSによる手厚いモニタリング⇒担当教員との間にも信頼関係が構築され、回
を追うごとに教員のやる気や能力も向上していった

７ トレーニングをうけた教員に修了証／感謝状を手交し、インセンティブを付与
８ ガイドブックやビデオの内容は、環境教育や体験型学習の初心者でも扱いやすいく、自治体の
状況にあわせてアレンジしやすい内容⇒他自治体への容易な普及

９ コソボ公共放送局能力向上プロジェクトフェーズ2（2021-2024）や大使館との協力⇒PP1の
認知度、宣伝効果アップ
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・環境教育ガイドブック（Arb, Ser) https://mmphi.rks-
gov.net/Document/Documents?Year=2023&type=51
・環境教育ビデオ（Arb, Ser) 
https://www.youtube.com/watch?v=4-yleqLO0IA
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学校分別
リサイクル
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学校リサイクルの導入
 目的
１） 将来的な分別・３R活動のベースとなるような取組みを各市で小規模に
試行する。
２） 環境教育プログラムで学んだ知識や経験を分別リサイクルという行動に
移す機会を通じて、PP1全体の成果として包括的に検証する。
 実施期間
１） 計画期間:2022年3月～12月
２） 導入期間:2023年1月～（モニタリング継続中）
当初の計画では、新学期開始前の9月までにリサイクル業者との契約を済ませ、
環境教育プログラムと同時開始の予定であったが、諸々の理由から3か月以上
導入時期が遅れた。
 対象
環境教育プログラムと同じパイロット校8校＋普及フェーズでの追加校で実施。
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学校リサイクル実施手順
- リサイクルシステム構築

• 対象校への聞き取り調査
• リサイクル業者、運搬業者の選定
• 買取条件の設定
• リサイクル契約の締結
• リサイクル容器の調達と配布

- エコクラブメンバーによる運営
• 生徒への周知
• 資源物回収開始
• モニタリングの実施
（資源物の販売による利益は、教育機器の調達に充てることができる）
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モニタリング結果 35
Monitoring sheet for Aluminum can (kg)

M School name
No. of

students Jan. 2023 Feb. 2023 Mar. 2023 Apr. 2023 May, 2023 Jun.2023 Jul.2023 Aug.2023 Sept.2023 Oct.2023

ShFMU "Ibrahim Mazreku" 804 0.27 0.35 0.45 0 0 0 0

ShFMU "Ramadan Morina" 389 2.0 2.1 2.5 2.7 0 0 0 0

ShFMU "Edit Durham" 380 0.7 0.8 0.9 0 0 0 0

ShFMU "Kongresi i Manastirit" 367 7.0 5.5 0 0 0 1

ShFMU "Fetah Sylejmani" 507 0 0 0 0

ShFMU "Zenuni" 86 1.2 1.4 1.4 1.6 1.8 1.8 0 0

*1 Aluminum can (350ml)＝15g

Malisheva

Suhareka

Dragash

Monitoring sheet for PET bottle cap (kg)  

M School name
No. of

students Jan. 2023 Feb. 2023 Mar. 2023 Apr. 2023 May, 2023 Jun. 2023 Jul.2023 Aug.2023 Sept.2023 Oct.2023

ShFMU "Ibrahim Mazreku" 804 3.0 6.14 7.94 0 0

ShFMU "Ramadan Morina" 389 0.7 1.5 2.0 0 0 0 7 3

ShFMU "Edit Durham" 380 0.9 1.0 0.8 0 0

ShFMU "Kongresi i Manastirit" 367 5.5 0 0 2.3 1.2

ShFMU "Sadedin Hajda" 233 3.59 3.6 3.2 2.5 0 0 1.5 1.4

ShFMU "Faik Konica" 220 0 0 13.3

ShFMU "Fetah Sylejmani" 507 0 0 10

ShFMU "Zenuni" 86 0.6 0.5 0.7 0.7 0.8 0.9 0 0

*1kgs of caps=430pcs, 2 kgs=860pcs

Malisheva

Suhareka

Rahovec

Dragash



教訓
１ 計画段階でのリサイクル業者との調整や合意の取り付けなどに予想以上の時間を要したことな
どが開始の遅れを助⾧した。

２ 実際のシステム導入は、環境教育プログラムPPが2022年末に終了した後であったため、定期
的なプロジェクトスタッフのEEプログラムのモニタリングも終えた後だった。これが定期的な
エコクラブメンバーの資源物回収量の記録シート提出の不履行にも繋がった。

３ コソボ全土でも分別リサイクルは試験的にしか実施されておらず、真新しい試みであったため
関係者が不慣れだったことにも起因するが、リサイクルシステム構築のためにステップ・バ
イ・ステップで関係者と合意を図りながらじっくり取組めたことには大きな意義があった。

４ 各校における資源物回収量の増加という結果から見ると、環境教育プログラムの実施により、
生徒のごみ問題に対する意識が向上し、行動変容が促されたと言える。
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ご静聴ありがとうございました! 38

Source: from the High Moon Kobo website https://highmoonkobo.net/


